
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このたび、株式会社東京商工リサーチ（以下、TSR）は、株式会社 NTT データ、NTT 株式会社、株

式会社りそな銀行と共同で、りそな銀行の法人営業における企業情報の分析業務の高度化・効率化を

目指した実証実験（以下、本実験）を 2025 年 8 月より開始しました。 

本実験では、NTT データが提供する生成 AI サービス「LITRON®」、NTT の「IOWN」を基盤としたデー

タハブ技術を活用し、TSR が長年培ってきた「TSR REPORT」と公知情報を AI の分析プロセスに組み

込むことで、企業情報の収集・分析・レポート作成業務を自動化し、りそな銀行の法人営業担当者にお

けるコンサルティングの質の強化・業務負荷軽減、ひいてはお客様との対話時間の拡大に貢献することを

目指します。 

 

【背景】 

近年のデジタル化により、企業の情報は Web サイト、IR 情報、SNS、ニュースリリースなど多岐にわたる

場所から日々発信されています。さらに、ESG・人的資本などの非財務情報の開示や、サードパーティに

よる評価情報の公表も急増しています。 

このような状況下で、銀行の法人営業担当者は、融資提案や高度な経営アドバイスを行うために、これ

らの膨大な情報を網羅的かつ正確に収集・分析する必要があります。しかし、この作業が大きな負担とな

り、お客様と向き合う十分な時間を確保することが課題となっていました。 

この課題を解決するため、TSR は、NTT データ、NTT、りそな銀行と協力し、生成 AI と通信技術を組

み合わせた革新的な情報分析プロセスを検証することにいたしました。 

 

【本実験の概要】 

本実験は、「TSR REPORT」などの外部データの活用によって得られる示唆の高度化による営業機会

創出、ならびに AI エージェントを活用した企業情報の収集・分析業務の自動化による業務負荷軽減の

効果検証を目的とします。 

 

■実証実験期間:  

2025 年 8 月 8 日 ～ 2025 年 11 月 7 日  

2025 年 10 月 15 日 

AI エージェントサービスと IOWN データハブ基盤で 

企業分析を高度化する共同実験を開始 

～りそな銀行の法人営業における業務負担軽減を目指し、企業情報分析の自動化を検証～ 



■実証実験内容: 

TSR が提供する「TSR REPORT」、並びにインターネット上の IR 情報等の公知情報を情報源とし、

NTT データが提供する生成 AI サービス「LITRON®」、NTT の IOWN データハブ技術を活用し、企業

情報分析業務（顧客概要・財務分析・競合比較等を含む企業分析）にて導出される経営課題起点

の営業トピック資料を作成し、営業担当者の視点からその有用性を検証します。加えて、多様なデータ

形式で大量の情報をセキュアに管理・分析するために、分散する複数のデータソースを仮想的に一元管

理する NTT の IOWN データハブ基盤の構成要素である仮想データレイクを活用します。生成された経

営課題起点の営業トピック資料は、実際に営業店で業務に携わるりそな銀行の従業員が評価し、その

フィードバックをもとにチューニングを複数回実施することで、精度と実用性の向上を図ります。 

 

■本実験で活用した主なサービスの役割： 

社名 提供データ・技術等 本実験における役割 

りそな銀行 法人営業ノウハウ 

検証環境 

長年培ってきた法人営業知見をもとに、生成した

経営課題起点の営業トピック資料を評価します。 

本実験を行うクラウド環境を提供します。 

ＮＴＴデータ LITRON® Generative 

Assistant 

（LITRON GA） 

分析業務に利用する Web ページのクローリングを

行う生成 AI サービスです。IR 情報等の公知情報

を取得し、情報識別や取得情報をベクトル化し、

AI エージェントで情報分析できる形式に整形しま

す。 

LITRON® CORE 自律的に業務を実行するエージェント型 AI 基盤で

す。ドキュメント作成エージェントやドキュメントレビュ

ーエージェントを利用し、分析結果の資料化を支援

します。 

ＮＴＴ IOWN データハブ技術 データアクセスに対する独自の認可ポリシー管理・

判定方式により、企業間データ流通におけるデータ

ガバナンスとデータ提供者のデータ主権を担保する

技術です。これにより、組織や距離の壁を超えた多

種・大量データの利活用を可能にします。 

本実験では、TSR REPORT を対象としてデータガ

バナンスならびに利活用を実現します。 

東京商工リサーチ TSR REPORT 

(国内企業調査レポート) 

 

全国の企業を対象に調査員が直接取材し、公開

情報も加えて作成される企業調査レポートです。

200 項目超の詳細データから企業分析に利用可

能な情報を提供します。 
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なお、LITRON®GA が作る公知情報等のベクトルデータベースと、東京商工リサーチのベクトルデータベ

ース双方を、AI エージェントが参照する情報源として活用し分析業務を行うことで、精度の高い経営課

題起点の営業トピック資料の提供を実現します。 

 

 

【今後について】 

本実験の次のステップとして、りそな銀行の営業店にて実業務での検証を予定しています。その結果を踏

まえ、実導入や導入店舗の拡大、将来的には法人分野における幅広い業務への活用を目指します。 

TSRは、本実証実験を通じて、お客様のニーズに応じた、より高度で効率的な情報提供サービスの実現

を目指します。将来的には、金融機関に限らず、より多くの企業がデータ分析を自動化できるよう、当社

の企業情報データを活用したサービスの展開を推進してまいります。 

 

 

■株式会社東京商工リサーチ（TSR）について 

本社：東京都千代田区大手町 1-3-1 代表取締役社長 河原 光雄 

TSR は日本最古の信用調査会社として、国内最大級 1,024 万件超の企業データベースと全国 82 ヵ所に

広がるネットワークによる信用調査業務を核に、130 年以上にわたり日本の経済活動に貢献しております。 

また世界最大級の企業情報プロバイダーである D&B(Dun & Bradstreet)の日本における唯一のパートナ

ー企業として、全世界 6 億 2,098 万件の企業情報を提供しております。 

https://www.tsr-net.co.jp/ 

 

（問い合わせ先） 

株式会社東京商工リサーチ マーケティング部 弓削（ゆげ） 

TEL：03-6910-3195 E-mail：marketing@tsr-net.co.jp 

図.本実験の全体概要 

https://www.tsr-net.co.jp/

